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「分子標的抗がん剤ゲフィチニブ（イレッサ）の感受性因子と感受性予測」 

 

2002 年 7 月に日本で承認された分子標的抗がん剤 gefitinib (Iressa)は、EGF 受容体チロ

シンキナーゼ阻害剤であり、現在の適応患者は、手術不能患者または再発性非小細胞肺癌

(NSCLC: non-small cell lung cancer)患者である。これまでに、急性肺障害・間質性肺炎の

併発/死亡が重篤な副作用が生じており（日本における発症率 2%, 死亡率 0.2%, 海外に比し

て 6 倍程度高い。）、適切な対応（gefitinib 感受性因子の解析など）が急務とされている。

この急性肺障害・間質性肺炎を発症した症例のレトロスペクティブ解析により次の６つの

因子（男性、禁煙歴がある、腺癌でないこと、Performance Status 2 以上であること、特

発性肺線維症等の合併、ゲムシタビンによる前治療歴のないもの）が死亡例と関連性があ

るとされている。 

これまでに、gefitinib の抗がん効果が必ずしも EGF 受容体の発現と正の関連性がみられ

ないケースが数多く報告されており、gefitinib の感受性因子に関する研究の進展が切望さ

れていた。この度、EGF 受容体遺伝子の変異を検出することで gefitinib の効果を予測でき

る可能性を示した報告、および NSCLC 患者において DNA マイクロアレイによるある一群

の遺伝子からなる GRS (gefitinib response score)を算出することで gefitinib 感受性を予測

できる可能性を示した報告がなされたので紹介する。 
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